
小田急電鉄株式会社 第８２回無担保社債（小田急ゆけむりグリーンボンド）レポーティング 

（２０２０年３月末時点） 

 

１ ２０１９年度資金充当状況レポーティング 

２０２０年３月末時点で、調達資金(本社債の発行額から発行諸費用を控除した後の手取り金)の全額を充当しております。 

プロジェクト・カテゴリー プロジェクト内訳 充当額（百万円） 

車両の新造およびリニューアル資金 特急ロマンスカー・ＧＳＥ（７００００形）の新造およ

び１０００形通勤車両、特急ロマンスカー・ＥＸＥ 

（３００００形）のリニューアル 

 １，２８９  

複々線事業に係る資金 複々線事業  － 

駅改修に係る資金 ホーム延伸、ホームドア設置、駅舎および駅周辺の緑化  ９４０  

２０１９年度充当額合計  ２，２２９ 

２０１８年度充当額合計  ７，７１１ 

充当額合計 ９，９４１ 

 

２ インパクト・レポーティング 

 

■１年間に各車形が走行した場合の CO2排出削減量 

車形 ＣＯ２排出削減効果※ 

（ｔ－ＣＯ２／年） 

比較対象 

特急ロマンスカー・ＧＳＥ（７００００形 ７両編成） ２，０７３ 特急ロマンスカー・ＬＳＥ（７０００形 １１両編成） 

特急ロマンスカー・ＥＸＥα（３００００形 １０両編成） ７１ 特急ロマンスカー・ＥＸＥ（３００００形 １０両編成） 

１０００形通勤車両（１０両編成） ５２４ リニューアル前１０００形通勤車両（１０両編成） 

※ ＣＯ２排出量は以下の計算式に従って算出しています。 

  車両原単位×編成両数×年間走行キロ×ＣＯ２排出係数（２０１９年度０．０００４６８トン－ＣＯ２／ｋＷｈ） 

  車両原単位とは、車両１両が１ｋｍ走行するために消費する電力量のことです。なお、年間走行キロは２０１９年度 

実績を使用しています。 

 

■騒音および振動の低減度合い（防音車輪、全密閉式主電動機、低騒音型コンプレッサー、滑走防止制御装置の各導入率） 

 

 

 

 

 

 

 導入率 

防音車輪 １００．０％ 

全密閉式主電動機 ４１．８％ 

低騒音型コンプレッサー ８６．１％ 

滑走防止制御装置 ８６．１％ 



■複々線完成による主な効果 

 

 

 

 

 

 

 

【主な駅から新宿までの所要時間比較】 

  

 

※１ 複々線完成による効果の検証のため、２０１７年４月～６月と、２０１８年４月～６月を比較しています 

ただし、混雑率のみ、２０１６年度と２０１８年度を比較しています 

※２ 平均混雑率は、最混雑区間（上り世田谷代田―下北沢間）ラッシュピーク時（下北沢着８：００前後の１時間）を 

   対象としています 

※３ 遅延回数は、人身事故発生日等を除いています 

 

■ホーム延伸工事の進捗状況 

代々木八幡駅および開成駅で実施していた１０両ホーム工事が完成し、２０１９年３月のダイヤ改正にて運用を開始し

ています。 

 

■ホームドア設置の進捗状況 

当社では、１日の利用者数１０万人以上の駅へ優先して設置することを予定しています。 

ホームドアの設置駅および使用開始年度（予定） 

時期 設置駅 

設置済 新宿（４・５番ホーム）、代々木八幡、代々木上原、東北沢、 

下北沢（３・４番ホーム）、世田谷代田、梅ヶ丘 

２０２０年度 下北沢（１・２番ホーム）、登戸駅（１・２番ホーム） 

２０２１年度～ 新宿（８・９番ホーム）、登戸（３・４番ホーム）、町田、相模大野、 

海老名、本厚木、大和 

 

新聞・雑誌を楽な姿勢で 

読むことができる ２０１６年度 ２０１７年度

【平均混雑率】 

１５７％ 

１９２％ 

ダイヤ改正前  ダイヤ改正後 ２０１７年度 ２０１８年度２０１７年度 ２０１８年度

【平均遅延時間】 

２分０４秒 

４８秒 

【２０１７年度平均遅延時間 

（2 分 04秒）以上遅延した回数】 

２１回 

４回 



※ １日の利用者１０万人以上の駅のうち、新百合ヶ丘、藤沢については、駅舎の大規模改良工事にあわせて整備を計画

するため、設置時期は未定です。  

 

■駅舎および駅周辺緑化状況 

２０１９年２月より経堂駅構内の緑化装飾を実施し、緑あふれるまちの玄関口にふさわしい駅空間としました。詳細は

以下のニュースリリースをご覧ください。 

https://www.odakyu.jp/news/o5oaa1000001gccx-att/o5oaa1000001gcd4.pdf 

 

３ 第三者認証機関における年次レビュー 

 株式会社日本格付研究所より、以下のとおりグリーンボンド評価の年次レビュー結果が公表されています。 

総合評価 Ｇｒｅｅｎ１ 

グリーン性評価（資金使途） ｇ１ 

管理・運営体制および透明性評価 ｍ１ 

詳細は以下のホームページをご覧ください。 

https://www.jcr.co.jp/ 

以 上 

https://www.odakyu.jp/news/o5oaa1000001gccx-att/o5oaa1000001gcd4.pdf
https://www.jcr.co.jp/

